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　　　小児におけるよりよい抑制とパンフレットの改善について
10階東病棟　○大貫一代　東野　谷口　高橋　鎌田　木船　成川
　　　　　　　大澤　簗瀬　山門　マーシャル　塩出　鈴木　浜津
　　　　　　　大畠　増田　瀬戸口　竹本　礒脇　八嶋　川崎
　　　　　　　石坂　萩原　矢沢
1　はじめに
　小児の治療・看護に際しては、二丁の安全・保護及
び創部の安静を保つ目的として、種々の抑制を行うこ
とが多い。しかもその中で患児の成長・発達を妨げな
いように、又抑制中は苦痛が少なく可能な範囲で遊び
を考慮することも大切である。
　そこで当病棟では、上肢抑制の一方法としてポテト
チップスのあき箱を利用した『抑制筒（筒型の管で、
肘関節の抑制を目的としたもの）』を使用している。
　昨年、一昨年の研究において、効果的な抑制筒につ
いて考え、家族の意見を基にパンフレットを作成し、
効果的な抑制筒の指導を行なってきた。実際にパンフ
レットを用いることにより、看護婦側も説明しやすく
なり、家族の協力も得られるようになった。しかし、
パンフレット説明時に家族からの質問を受けることも
多く、又作られた抑制筒が児の腕の大きさに合わず、
テープ固定等の工夫を加えなければならないことが多
かった。そこでパンフレットのみでは家族の理解が十
分に得られないのではないかと思われた。
　そこで今回、パンフレットの評価を行い、効果的な
抑制を行うために、抑制筒のパンフレットの再検討を
し、改善を行ったのでここに発表する。
　　　ンケート（図1参照）
　　b．実際に作られた抑制筒使用時の評価（図2参照）
　アンケート法②
　A）調査対象
　　平成元年4月から9月までに入院した、唇裂・口
　　蓋裂及び眼科疾患の家族24名
　B）調査内容
　　パンフレットに対する家族の評価（図3参照）
皿　結果
　看護婦へのアンケートの結果をまとめてみると、次
のような解答が得られた。
　図ユー①　パンフレットを用いることで説明しやす
カ〉つたカ㌔
Yes 60　％ No
10　％
・無解答30％
図1一②家族からの質問は受けたか。
Yes 55％ No　20％ 無回答
F1・25　％：：
ll　研究方法
　ユ）ユ0階東に入院し、抑制筒を使用した患児の家族
と10階東の看護婦にアンケートを配布、集計し、パン
フレットが充分に理解できたか、又看護婦は説明しや
すかったかを知り、さらに実際に作成された抑制筒が
児に合っていたかを調査する。
　2）アンケートの結果を分析し、パンフレットにつ
いて検討・考察する。
　アンケート法①
　A）調査対象
　　抑制筒指導にあたった看護婦27名
　B）調査内容
　　a．看護婦を対象としたパンフレットに対するア
　上記の結果、55％の人が質問を受けたとされている
が、その内容は次のようなものである。
　①いつまでに作ればよいか②ユ日中しているのか
　③抑制筒の使用期間　④布の種類　⑤筒の種類、長
　さ太さ　⑥どの型がよいか⑦暑くないか⑧腕の
　動きを妨げないか
　又、実際に作られた抑制筒使用時の評価について結
果をまとめると次のようになった。
　図2－6　児の動きによる変化
　⇒外れない14％　外れやすい86％
　図2－5a；長さについて
　⇒ちょうど良い86％　長い14％
　図2－5b＝太さについて
　⇒ちょうど良い43％　太い57％
　次に家族に対するアンケートの結果をまとめてみる
と以下のような結果が得られた。
　図3－1　パンフレットの説明のみで抑制筒のイメ
　ージがすぐにつかめたか。
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図3－2　パンフレットの作り方、図を見て作り方
がわかったか。
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IV　分析及び考察
　図1一①②の結果からもわかるように、パンフレッ
トを用いた場合、説明者側（看護婦）が、半数以上説
明しやすかったと答えているのに対し、受ける側（家
族）の半数以上が、イメージが把めなかった、よくわ
からなかったという状況がわかった。このことから現
在のパンフレットのみでは家族に十分な理解が得られ
にくいと考えられる。
　又、図1一②より、家族の質問内容をみると誰もが
同じような疑問を持っており、さらにそれに対し看護
婦が説明を加えることにより、半数以上が理解できた
ことが図3－2よりわかる。
　上記の結果から、パンフレットを利用すると、看護
婦側は説明しやすいが、家族側はパンフレットのみで
は理解しにくく看護婦の追加説明が必要である。又、
質問に対しては同様の内容が多いので、看護婦間での
説明が、統一され、家族が理解しやすいよう、パンフ
レットに説明を加える必要があることがわかった。
　次にパンフレットを用いて作成された抑制筒につい
てみると、図2－6の結果が得られた。児の動きによ
り、外れやすいという解答が多く、その原因について
考えると抑制筒によるもの、児によるものがあげられる。
　前者については、図2－5abからもわかるように、
長さはちょうど良いが多く、太さは太いという解答が
多かった。それらの原因を比較してみると、次の様に
なった。
　図2－5a長さについて
①パンフレットの中に長さを決める基準がある（図4参照）
　図2－5b太さについて
①パンフレットの中に太さを決める基準がない。
②実際に児の腕の太さは測っていない。
③抑制筒の種類の中で筒型の場合は太さ（Z稠節ができない。
④マジックテープを縦に縫い込んだものは、太さの調
節ができない。
　次に後者について考えてみると、小児は成長発達の
途上にあり、児の身体的・精神的発達からみても乳児
と幼児ではかなりの違いがあることがわかる。
　まず手先の動きについてみると、
・8ケ月一指先を使い始める
012ケ月一完全に指先でつかむことができる、とあ
り乳児期の後半～幼児では、好奇心がめばえ具体的な
事物や行動に即して考ネることができるようになってくる。
　このことから、今までは家族の好みで抑制筒が作成
されてきたが、乳児と幼児では、それぞれに適した抑
制筒が違うのではないかと思われる。
　そこで上記の事からも考えられるように、幼児の場
合は知能や運動能力の点からも、自分ではずしてしま
う可能性の高い巻き付け式の抑制筒は適さないと考え
られる。それに対し、乳児では、手先の動きも十分に発
達しておらず、上肢の筋力も不十分である。図2の結
果、太さが合わず外れやすいが多かった。又、図2－9
の気づいた事に太さが合っていれば外れにくいという
意見も多く、実際病棟では巻き付け式のものは児の腕
の太さに合わせ、テープなどで止めて使用しているが、
その場合は比較的はずれにくい、という現状より太さ
が児に合っていれば外れる可能性が低い。この点から
太さの調節できる巻き付け式が望ましいと思われる。
V　まとめ
　分析、考察の結果、次の点についてパンフレットの
改善を行う必要があると思われる。
　（1）家族からの質問の多い事項に対しパンフレット
　　に追加する。
　（2）乳児用と幼児用に分けパンフレットを作成する。
　　そこで（1×2）に基づいて、新たに2種のパンフレッ
　　トを作成した。　（図5）
M　おわりに
　今回私たちは、新たなパンフレットの考案に至った
がその評価はまだ行っていないので、今後の課題とする。
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図ユ
馳パンフレットを使用して
①説明しやすかったか
②Familyからの質問は受けたか
Yesの場合：内容は？
Yes　．　No　　　’
Yes　，　No
どのように説明したか
③パンフレットに記載されている以外に説明をつけ加えた
　ことは何か．
一直ご協力ありがとうございま嬬
図2 図3
パンフレットに対する家族の評価について
1．パンフレットで抑制筒の説明を受けたとき、すぐにイメージが
　つかめましたか。又、分かりやすい説明でしたか。
　a．分かりやすかった。イメージがっかめた。
　b．なんとなく分かったが、イメージがっかめなかった。
　c．よく分からなかった。
・cと答えた方はどんな点が分かりにくかったですか。
2，実際に作るときパンフレットの作り方の図や説明で分かりやす
かったですか。
a．よく分かった。　（パンフレットの図や説明のみで）
b．パンフレット以外の看護婦の説明も加わって作れた。
c．よくわからなかった。
＊cと答えた方はどんな点で分からなかったですか。
3．どんな形の抑制筒を作りましたか。
　a　　　　　b　　　　c　　　　　d
4．何故その形を選んだのですか。
a．作りやすそうだった。
b．看護婦に勧められた。
c．その他（
e　その他
5．抑制筒を作るにあたり何か困った事はありましたか。
）
抑制筒チェ ツ ク リ ス ト
1．患者名 使用期間 ／～／
2． 患者年令 a． 1歳以上 b． 1歳未満
3。症例名 a．眼科 b．亭亭 C　， 口蓋裂
4． 抑制筒の型
a b C d e その他
5． 抑制筒は患児に適しているか。
a．長さ ①長い ②ちょうど良い ③短い
b．太さ ①太い ②ちょうど良い ③細い
’6． 児の動きによる変化 （作ってきた抑制筒のみ）
a， ①外れやすい ②外れない ③どちらともいえない
月日
番号
7． 児の反応
①抑制筒をいやがり外してしまう。
②付けたときはいやがるが後は遊んでいる。
③抑制筒をいやがらない。 付けるとき自分から手を出す。
月日
番号
8． 壊れやすさ （使用期間中）
①壊れなかった。 ②壊れてしまった。 （一部分でも）
月日
番号
②について壊れてしまった部位、 状況を書いてください。
9． その他気がついたこと
図4
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抑制筒の作り方
　子供達は、いろいろなものに興味を示し、言葉で言っても理解し
てくれません。例えば、手術の後では、傷や点滴の入っている部分
が気になり、手を持っていってしまいます。
　そこで、当病棟では、口の中に物を運ぶことや、傷口に手がとど
くことのないように、「抑制筒」を腕にはめて、肘が曲がらないよ
うな方法をとる等の工夫をしています。この方法ですと、子供達は、
手の先や、腕全体を使って遊ぶことも出来ますので、お母様方にも、
ご協力を、お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　f　一N
　　　ママへ
　ぼくたちはこの“よくせいとう”
をうでにはめていてもじょうず
にてをつかってあそべるから
　しんぱいしないでね。
曳、
　　　　ノ
　　ハヘ　への　
　　rl　l織‘ノ↓
v
　　　　4伝駄く’
　　　　Qt　6　．．　b
　　　　　　J
　　　　　　　　　　sAA7　・ts
＿く」＿／＝πG
　　　　　　　　　二＾‘19一ミ
　　　　　　　　　c（　．．　，）’
　　　　　・V－T．‘　kA
　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　7，、勉
ゆ禽ラ／
1　筒型（片端にひもを通した）抑制筒
用意するもの
　　・ポテトチップスの筒　2個
　　・布：たて（筒の長さ＋縫い代）×2
　　　　よこ（筒の周囲の長さ＋縫い代）
　（・ひも　2本）
o o
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①筒を腕の長さに合わせて切ります。脇の下から手首までの長
　さの2／3位が適当です。　（　　cm）
②布を中表にして縦長に縫います。
③その布を筒に通し覆うように折り返して縫いかがります。
＊ひもを通す場合
①縦の長さに（ひも通し分×2）を足した布を中表に縦長に縫い
　ます。
②その布を筒に通し、筒の片端がひもを通してしぼれる形にな
　るように布を折り返して縫い上げます。
③ひもを通します。
2　巻き付け式の抑制筒　　　　　　　　　　　　　（D　　＠
灘。＿．〔｝鯉
　　・布：たて（筒の長さ＋縫い代x2）　　　　∂』
　　　　　よこ（筒の周朔の長さ＋マジックテープ縫い付け分＋
　　　　　　　縫い代）×2
　　・マジックテープ　2個
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①筒を腕の長さに合わせて切ります。脇の下から手首までの2／3位
　が適当です。　（　　cm）
②筒の縦に切り込みを入れます。
③布を中表にして横長に筒の大きさに合わせて上下を縫います。
④その布を表に返して、中に切り込みを入れた筒を入れます。
⑤布の中で筒が動かないように、筒の大きさに合わせて縫います。
⑥布の出ている部分にマジッグテープを縫い付け、端をかがります。
⑦筒と筒が少し（2　cm位）重なるように筒側にマジックテープを縫い付
　けます。
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「抑制筒」についてQ＆A
「抑制筒」はどの位の期間つけていれば良いので
駕抑制筒」に慣れて頂㈱に手術前からの1
着用が大切になります。十分に慣れ、手術が迎え
られるようにご協力お願いいたします。
また、退院後の使用期間については、、退院時に
説明致します・　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　の手術を！　ちゃんの場合、しますので　間位痴愚でし。う。　1
一日中「抑制筒」を着けていなければいけないの
ですか？
「抑制筒」の目的は、手術後の錫の清潔と安静を
濫鷲，瑠赫盤ζ論奪こ廻
らはずしていても構いません．特に、醐は暑さ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くで蒸れてしまうことがあるかもしれませんので時i
時はずしてあげ、風通しを良くしてあげると良い1
でしょう。
※　手術までに慣れさせるため、できるだけ早く作って下さる
　ようお願いします。
1
筒型の抑制筒（幼児用）
用意するもの
　　・ポテトチップスの筒　2個
　　・布：たて．（筒の長さ＋縫い代）×2
　　　　　よこ（筒の周囲の長さ＋縫い代）
　o　o　　　　　e［］欝欝ロ ・口
　　　受成
①筒を腕の長さに合わせて切ります。
　脇の下から手首までの長さの2／3位が適当です。
　（　cm）
②布を中表にして縦長に縫います。
③その布を筒に通し覆うように折り返して縫いかがります。
巻き付け式の抑制筒（乳児用）
用意するもの
　　・ポテトチップスの筒　2個
　一一布：たて（筒の長さ＋縫い代×2）
　　　　　よこ（高の周囲の長さ＋マジックテープ縫い付け分＋
　　　　　　　縫い代）x2
　　・マジックテー一一プ　2個
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①筒を腕の長さに合わせて切ります。　　　　　　　’η‘β　」一Pfl
　長さ：脇の下から手首までの2／3位（　　cm）
　太さ　肘関節の太さ＋4　Cm位（　　cm）
②布を中表にして横長に筒の大きさに合わせて上下を縫います。
◎②を表に返して、筒をその中に入れます。
④布の中で筒が動かないように、筒の大きさに合わせて縫います。
⑤布の出ている部分にマジックテープを縦に縫い付け、端をかがりま
　す。
⑥太さを調節しやすいように、片側にはマジックテープを横にして2
　箇所縫い付けます。
